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右
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【
論
文
要
旨
】

　
本
稿
で
は
、
夏
目
漱
石
「
趣
味
の
遺
伝
」
に
見
ら
れ
る
「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
と
、

「
趣
味
」
を
論
じ
て
い
る
『
文
学
論
』
『
文
学
評
論
』
な
ど
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
。
「
文
学
」
を
「
吾
人
の
趣
味
の
表
現
」
と
す
る
漱
石
は
、
「
文
学
」
に
お
け

る
材
料
の
「
選
択
」
「
配
合
」
を
「
趣
味
」
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
材
料

の
「
選
択
」
「
配
合
」
と
は
、
「
文
学
論
」
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
文
学
的
手
段
」
の

こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
文
学
論
」
で
は
六
つ
の
「
文
学
的
手
段
」
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
中
の
「
仮
対
法
」
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
「
趣
味
の
遺
伝
」
の

「
余
」
が
「
不
思
議
な
対
照
」
か
ら
受
け
た
「
感
動
」
を
説
明
す
る
も
の
だ
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
同
じ
く
「
文
学
的
手
段
」
の
一
つ
で
あ
る
「
緩
勢
法
」
は
、

「
余
」
の
「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
と
い
う
「
発
明
」
を
説
明
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
「
余
」
の
「
感
動
」
や
「
発
明
」
が
「
文
学
的
手
段
」
で
説
明
で
き
る
と
い

う
こ
と
は
、
「
余
」
の
「
探
究
」
や
「
発
明
」
が
「
文
学
論
」
な
ど
で
論
じ
ら
れ
て

い
る
「
趣
味
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
余
」
が
漱
石
の
い
う
「
趣

味
」
に
支
配
さ
れ
て
、
「
浩
さ
ん
」
と
「
寂
光
院
」
の
「
趣
味
」
を
説
明
す
る
「
趣

味
の
遺
伝
」
理
論
を
「
発
明
」
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
　
「
趣
味
」
、

　
　
　
　
　
　
　
「
発
明
」

「
選
択
」
、
「
文
学
的
手
段
」
、
「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
、

　
　
　
は
じ
め
に

　
夏
目
漱
石
「
趣
味
の
遺
伝
」
（
『
帝
国
文
学
』
明
三
十
九
・
一
）
の
「
余
」
は
、

「
父
母
未
生
以
前
に
受
け
た
記
憶
と
情
緒
が
、
長
い
時
間
を
隔
て
N
脳
中
に
再
現
す

る
」
と
い
う
「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
に
よ
っ
て
、
「
浩
さ
ん
」
と
「
寂
光
院
」
の

「
趣
味
」
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
「
好
悪
」
を
意
味
す
る
「
趣
味
」
は
、
漱
石
が

「
文
学
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
『
英
文
学
形
式
論
』
（
岩
波
書
店
　
大
十
三
・
九
）
、

『
文
学
論
』
（
大
倉
書
店
　
明
四
十
・
五
）
、
『
文
学
評
論
』
（
春
陽
堂
　
明
四
十
二
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

三
）
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
「
漱
石
の
文
学
理
論
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
さ

れ
て
も
い
る
。
二
寸
見
て
す
ぐ
惚
れ
る
様
な
男
女
」
の
「
趣
味
」
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
「
余
」
の
「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
と
、
「
文
学
」
に
お
け
る
「
趣
味
」
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
漱
石
の
「
文
学
論
」
「
文
学
評
論
」
な
ど
と
の
関
係
を
探
る
こ
と
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（
2
）

で
、
「
『
趣
味
』
の
『
遺
伝
』
と
い
っ
た
こ
と
を
信
じ
て
い
た
可
能
性
は
絶
無
」
と
さ

れ
る
漱
石
と
、
「
趣
味
の
遺
伝
」
の
「
余
」
と
の
関
係
が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
本
稿
は
、
「
文
学
論
」
「
文
学
評
論
」
な
ど
で
漱
石
が
「
趣
味
」
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
の
か
を
ま
と
め
た
上
で
、
こ
の
「
趣
味
」
を
論
じ
る
「
文
学
論
」

「
文
学
評
論
」
な
ど
と
「
趣
味
の
遺
伝
」
に
お
け
る
「
余
」
の
「
趣
味
の
遺
伝
」
理

論
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
い
う
手
順
を
と
る
。

漱
石
の
「
趣
味
」

　
漱
石
は
「
文
学
評
論
」
に
お
い
て
、
「
文
学
」
を
「
吾
人
の
趣
味
の
表
現
」
だ
と

し
た
上
で
、
こ
の
「
文
学
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
「
趣
味
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
を
論
じ
て
い
る
。
「
文
学
評
論
」
第
四
編
に
は
、
「
趣
味
」
に
つ
い
て
の
次
の
よ

う
な
部
分
が
見
ら
れ
る
。

　
文
学
は
吾
人
の
趣
味
の
表
現
で
あ
る
。
即
ち
あ
る
意
味
に
於
て
、
吾
人
の
好
悪

を
表
は
す
も
の
で
あ
る
。
此
あ
る
意
味
に
於
て
と
云
ふ
言
葉
を
説
明
し
な
い
と
誤

解
が
出
来
易
い
か
ら
一
寸
御
断
り
を
し
て
置
く
。
前
の
篇
に
、
明
か
に
そ
れ
と
は

云
は
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
凡
て
の
文
学
的
作
物
は
、
普
通
以
上
の
広
義
か
ら
見

て
の
訓
戒
を
読
者
に
与
へ
る
も
の
だ
と
云
ふ
事
丈
は
述
べ
て
置
い
た
。
此
広
義
に

解
釈
し
た
訓
戒
と
は
、
作
物
の
読
老
に
及
ぼ
す
活
き
た
影
響
の
事
で
、
此
活
き
た

影
響
が
作
物
か
ら
出
る
如
く
、
作
家
は
此
活
き
た
影
響
を
事
実
（
も
し
く
は
想
像

に
よ
つ
て
多
少
変
化
さ
れ
た
る
事
実
）
か
ら
得
た
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
此
活
き

た
影
響
と
は
、
有
機
的
に
吾
人
の
生
命
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
、
枯
死
、
孤

立
し
た
断
片
的
の
知
識
と
は
違
ふ
。
即
ち
未
来
の
行
為
言
動
を
幾
分
で
も
支
配
す

る
傾
向
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
。
是
が
趣
味
で
あ
る
。

　
趣
味
に
は
必
ず
好
悪
が
伴
つ
て
来
る
。
好
悪
は
撰
択
を
生
ず
る
。
（
出
来
得
る

場
合
に
は
。
）
撰
択
の
結
果
は
遂
に
発
現
し
て
行
為
、
動
作
、
言
語
と
な
る
。
行

為
、
動
作
、
言
語
の
自
由
な
ら
ざ
る
場
合
に
も
、
之
を
発
現
せ
ん
と
す
る
の
傾
向

が
脳
裏
に
あ
れ
ば
無
論
同
じ
事
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
の
云
ふ
生
き
た
影
響
と
云
ふ

の
は
つ
ま
り
好
悪
の
附
着
し
て
ゐ
る
あ
る
も
の
と
云
ふ
の
と
同
じ
事
に
な
る
。

　
こ
こ
で
は
「
未
来
の
行
為
言
動
を
幾
分
で
も
支
配
す
る
傾
向
を
帯
び
た
も
の
」
で

あ
る
「
趣
味
」
に
「
必
ず
好
悪
が
伴
つ
て
来
る
」
と
い
う
こ
と
、
こ
の
「
好
悪
」
が

「
撰
択
を
生
ず
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
文
学
」
に

表
現
さ
れ
る
「
普
通
以
上
の
広
義
か
ら
見
て
の
訓
戒
」
（
「
活
き
た
影
響
」
）
が
、
「
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

味
」
に
よ
っ
て
「
選
択
」
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
漱
石
の
い

う
「
文
学
」
に
お
い
て
、
「
選
択
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見

て
お
き
た
い
。

　
「
文
芸
の
勺
ω
饗
げ
9
0
堕
」
に
お
い
て
漱
石
は
、
「
文
芸
」
に
お
け
る
「
選
択
」
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

○
文
芸
ノ
場
署
げ
9
0
尊
ハ
好
悪
ニ
ア
リ
留
ω
8
ニ
ア
リ
．
故
二
好
ム
所
ヲ
ト
リ

悪
ム
処
ヲ
ス
テ
ザ
ル
可
ラ
ズ
　
故
二
（
1
）
ω
①
竃
o
梓
δ
づ
ヲ
生
ズ
人
事
，
自
然
悉

ク
好
ム
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
材
料
ヲ
雑
多
ナ
ル
人
事
自
然
ノ
中
ヨ
リ
選
択
ス
．
（
2
）

選
択
セ
ル
者
ヲ
配
合
ス
．
配
合
ニ
モ
好
悪
ア
レ
パ
ナ
リ
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こ
こ
で
漱
石
は
、
「
文
芸
」
に
お
け
る
材
料
の
「
選
択
」
「
配
合
」
を
「
趣
味
」
に

よ
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
材
料
の
「
選
択
」
「
配
合
」
と
は
、
「
文
学
論
」
で

論
じ
ら
れ
て
い
る
「
文
学
的
手
段
」
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
「
文
学
論
」
第
四
編

第
七
章
に
は
、
「
文
学
的
手
段
」
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
部
分
が
見
ら
れ
る
。

　
余
は
前
段
に
於
て
吾
人
の
用
ゐ
る
文
学
的
手
段
と
名
く
べ
き
も
の
六
種
を
挙
げ

て
之
を
叙
述
せ
り
。
（
中
略
）

　
凡
そ
文
学
の
材
料
と
な
り
得
べ
き
も
の
は
（
「
＋
h
）
の
公
式
に
引
き
直
す
を

得
べ
し
と
は
、
本
論
の
冒
頭
に
於
て
説
け
る
が
如
し
。
而
し
て
上
来
点
検
し
来
れ

る
六
種
の
手
段
と
は
此
材
料
が
単
に
（
「
＋
h
）
と
な
つ
て
孤
立
せ
ず
、
之
に
加

ふ
る
に
（
閃
、
＋
賄
、
）
な
る
新
材
料
を
以
て
し
て
両
者
の
結
合
よ
り
生
ず
る
変
化
の

類
目
を
、
比
較
的
に
組
織
立
ち
た
る
方
法
に
よ
り
て
調
査
し
た
る
に
過
ぎ
ず
。
故

に
此
六
種
に
共
有
な
る
特
色
は
一
材
料
を
表
現
す
る
に
他
の
材
料
を
雇
ふ
に
あ

り
。
少
な
く
と
も
二
個
以
上
の
材
料
な
き
と
き
此
手
段
は
成
立
せ
さ
る
に
あ
り
。

　
「
文
学
論
」
に
お
い
て
は
、
「
一
材
料
を
表
現
す
る
に
他
の
材
料
を
雇
ふ
」
方
法

（「

?
｡
」
に
よ
る
材
料
の
「
選
択
」
「
配
合
」
の
方
法
）
と
し
て
、
「
投
出
語
法
」

「
投
入
語
法
」
「
自
己
と
隔
離
せ
る
聯
想
」
「
滑
稽
的
聯
想
」
「
調
和
法
」
「
対
置
法
」

（「

ﾉ
勢
法
」
「
強
勢
法
」
「
仮
対
法
」
「
不
対
法
」
）
の
六
つ
の
「
文
学
的
手
段
」
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
「
文
学
的
手
段
」
の
中
の
「
仮
対
法
」

に
つ
い
て
の
説
明
が
、
「
趣
味
の
遺
伝
」
に
お
け
る
「
余
」
の
「
不
思
議
な
対
照
」

に
つ
い
て
の
説
明
と
同
じ
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
マ
ク
ベ
ス
」
や

「
調
語
」
な
ど
を
例
に
説
明
さ
れ
る
「
余
」
の
「
感
動
」
が
、
「
文
学
的
手
段
」
の
一

つ
で
あ
る
「
仮
対
法
」
で
説
明
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
文
学
論
」

な
ど
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
趣
味
」
は
、
「
趣
味
の
遺
伝
」
の
「
余
」
が
「
不
思
議

な
対
照
」
か
ら
受
け
た
「
円
熟
無
磯
の
一
種
の
感
動
」
を
「
学
者
的
に
説
明
」
す
る

も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
の
「
不
思
議
な
対
照
」
を
説
明
す
る
「
趣
味
」
と
、
「
余
」
の
「
趣
味

の
遣
伝
」
理
論
と
は
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
そ
の
こ
と
を
考
え

て
い
き
た
い
。

二
　
「
余
」
の
「
趣
味
」

　
「
趣
味
の
遺
伝
」

見
ら
れ
る
。

に
は
、
「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
部
分
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
占
め
た
く
こ
れ
丈
聞
け
ば
充
分
だ
。
（
中
略
）
余
が
平
生
主
張
す
る
趣
味
の

も
　
　
あ

遺
伝
と
云
ふ
理
論
を
証
拠
立
て
る
に
完
全
な
例
が
出
て
来
た
。
ロ
メ
オ
が
ジ
ユ
リ

エ
ツ
ト
を
一
目
見
る
、
さ
う
し
て
此
女
に
相
違
な
い
と
先
祖
の
経
験
を
数
十
年
の

後
に
認
識
す
る
。
エ
レ
ー
ン
が
ラ
ソ
ス
ロ
ツ
ト
に
始
め
て
逢
ふ
此
男
だ
ぞ
と
思
ひ

詰
め
る
、
矢
張
り
父
母
未
生
以
前
に
受
け
た
記
憶
と
情
緒
が
、
長
い
時
間
を
隔
て

N
脳
中
に
再
現
す
る
。
二
十
世
紀
の
人
間
は
散
文
的
で
あ
る
。
一
寸
見
て
す
ぐ
惚

れ
る
様
な
男
女
を
捕
へ
て
軽
薄
と
云
ふ
、
小
説
だ
と
云
ふ
、
そ
ん
な
馬
鹿
が
あ
る

も
の
か
と
云
ふ
。
馬
鹿
で
も
何
で
も
事
実
は
曲
げ
る
訳
に
は
行
か
ぬ
、
逆
か
さ
に

す
る
訳
に
も
な
ら
ん
。
不
思
議
な
現
象
に
逢
は
ぬ
前
な
ら
兎
に
角
、
逢
ふ
た
後
に

も
、
そ
ん
な
事
が
あ
る
も
の
か
と
冷
淡
に
看
過
す
る
の
は
、
看
過
す
る
も
の
玉
方

が
馬
鹿
だ
。
斯
様
に
学
問
的
に
研
究
的
に
調
べ
て
見
れ
ば
、
あ
る
程
度
迄
は
二
十
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世
紀
を
満
足
せ
し
む
る
に
足
る
位
の
説
明
は
つ
く
の
で
あ
る
。
（
傍
点
原
文
）

　
「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
に
お
い
て
は
、
「
父
母
未
生
以
前
に
受
け
た
記
憶
と
情
緒
が
、

長
い
時
間
を
隔
て
工
脳
中
に
再
現
す
る
」
こ
と
が
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
を

例
に
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
は
、
「
文
学
論
」

で
「
反
動
」
を
論
じ
て
い
る
部
分
で
も
例
と
さ
れ
て
い
る
。
「
文
学
論
」
第
五
編
第

五
章
に
お
い
て
漱
石
は
、
「
反
動
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

吾
人
が
当
下
の
意
識
に
倦
ん
で
、
し
か
も
習
慣
因
襲
の
源
因
よ
り
、
わ
が
倦
み
た

る
事
を
悟
ら
ず
、
事
実
上
倦
み
た
る
に
も
か
エ
は
ら
ず
、
之
に
満
足
し
て
動
か
ざ

る
と
き
、
突
然
強
烈
な
る
刺
激
に
逢
ひ
て
直
ち
に
新
意
識
に
急
転
す
る
事
あ
り
。

吾
人
が
常
食
と
す
る
米
飯
は
、
幼
時
よ
り
老
年
に
至
つ
て
日
々
変
る
事
な
し
。

（
中
略
）
そ
れ
に
も
関
は
ら
ず
吾
人
は
普
通
の
場
合
に
於
て
別
段
の
不
満
足
な
く

膳
に
向
つ
て
箸
を
上
げ
て
怪
し
ま
ず
。
如
何
と
な
れ
ば
如
何
に
陳
腐
な
る
も
、
米

飯
に
代
ふ
べ
き
暗
示
を
何
処
よ
り
も
得
る
能
は
ざ
る
が
故
な
り
。
（
中
略
）
此
故

に
米
飯
は
一
見
吾
人
に
対
し
て
大
勢
力
あ
る
が
如
く
に
し
て
、
実
は
甚
だ
微
弱
な

る
影
響
を
有
す
る
に
過
ぎ
ず
。
も
し
一
朝
に
し
て
之
に
代
る
べ
き
仙
醤
甘
露
の
出

現
す
る
あ
ら
ん
に
は
、
吾
人
は
雀
躍
し
て
彼
を
去
つ
て
此
に
就
く
事
猶
草
属
を
捨

て
x
玉
履
を
踏
む
が
如
く
な
ら
ん
。
国
o
ω
巴
冒
Φ
を
忘
れ
て
冒
蔚
け
に
奔
れ
る

菊
o
ヨ
①
o
は
正
に
此
運
命
に
際
会
せ
る
も
の
な
り
。

　
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
を
「
反
動
」
の
例
の
一
つ
と
す
る
「
文
学
論
」
は
、

「
俗
間
誤
つ
て
突
然
と
な
す
」
「
反
動
」
が
、
「
突
然
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
次
第

な
ら
さ
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
「
文
学
的
手
段
」
の
一
つ

で
あ
る
「
緩
和
法
」
（
「
緩
勢
法
」
）
が
「
略
此
種
の
推
移
を
あ
ら
は
す
も
の
」
だ
と

い
う
こ
と
を
、
「
頓
悟
」
や
「
文
壇
の
流
行
」
、
「
仏
国
革
命
」
な
ど
を
例
に
説
明
し

　
（
4
）

て
い
る
。
「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
が
コ
寸
見
て
す
ぐ
惚
れ
る
様
な
男
女
」
の
こ
と

を
「
遺
伝
」
で
説
明
す
る
の
に
対
し
て
、
漱
石
は
こ
れ
を
「
表
面
は
突
然
」
、
「
内
実

は
次
第
」
の
「
反
動
」
で
説
明
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
違

い
は
、
「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
が
「
余
」
の
「
発
明
」
だ
と
い
う
こ
と
に
よ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
漱
石
は
「
文
芸
の
℃
ω
饗
げ
9
0
堕
」
で
、
「
発
明
」
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

○
σ
q
お
彗
貯
く
①
ロ
け
δ
窃
又
ハ
臼
゜
・
o
o
＜
9
①
ω
ノ
o
冨
9
①
二
均
シ
キ
o
昌
①
ω
Φ
話
僧
口
o
ロ

ヨ
リ
来
ル
　
い
o
日
σ
8
ω
o
b
。
ω
二
例
ア
リ
　
乞
①
葺
o
P
O
9
巨
①
o
等

○
余
云
フ
林
檎
ト
団
日
》
ナ
ケ
レ
バ
Z
⑦
≦
8
P
O
巴
幕
o
ノ
発
明
ナ
キ
カ
？
　
日

ク
是
縁
ナ
リ
因
ハ
彼
等
ノ
沈
潜
シ
タ
ル
結
果
ナ
リ
貯
ω
母
再
雪
Φ
o
自
ω
二
碧
巴
o
堕

磐
α
ω
ぎ
壁
葺
団
ノ
「
Φ
耳
δ
ロ
ヲ
誓
σ
q
α
q
①
曾
ス
ル
0
8
自
Φ
8
℃
冨
8
日
Φ
冨
二
遇
フ

ノ
ミ
（
中
略
）
之
ヲ
ω
ロ
σ
q
σ
q
o
馨
ス
ル
近
因
ハ
林
檎
ヤ
ラ
ン
プ
ニ
限
ラ
ヌ
ナ
リ
フ
ト

思
ヒ
付
ク
ハ
。
匿
琴
Φ
二
似
テ
実
ハ
其
人
二
夫
丈
ノ
修
養
ア
ル
ナ
リ
．
俗
二
之
ヲ

駐
旨
巴
o
ロ
ト
云
ヒ
守
゜
・
げ
ト
云
フ

　
こ
こ
で
は
ニ
ュ
ー
ト
ソ
や
ガ
リ
レ
オ
の
「
発
明
」
が
、
偶
然
の
結
果
で
は
な
く
、

「
沈
潜
」
「
修
養
」
の
結
果
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
発
明
」
に
つ
い
て
の
説
明

は
、
「
反
動
」
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
頓
悟
」
の
説
明
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
だ
と
い

（
5
）

え
る
。
つ
ま
り
、
偶
然
と
思
え
る
よ
う
な
「
発
明
」
は
、
「
表
面
は
突
然
」
「
内
実
は
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次
第
」
の
「
反
動
」
の
一
つ
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

「
余
」
の
「
趣
床
の
遺
伝
」
理
論
と
い
う
「
発
明
」
も
、
こ
の
「
反
動
」
で
説
明
で

き
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
趣
味
の
遺
伝
」
に
は
、
「
余
」
の
「
発
明
」
に

関
す
る
次
の
よ
う
な
部
分
が
見
ら
れ
る
。

此
夢
の
様
な
有
様
で
五
六
分
続
け
た
と
思
ふ
う
ち
、
忽
ち
頭
の
中
に
電
流
を
通
じ

た
感
じ
が
し
て
は
つ
と
我
に
帰
つ
た
。
「
さ
う
だ
、
此
問
題
は
遺
伝
で
解
け
る
問

題
だ
。
遺
伝
で
解
け
ば
屹
度
解
け
る
」
と
は
同
時
に
吾
口
を
突
い
て
飛
び
出
し
た

言
語
で
あ
る
。
今
迄
は
但
不
思
議
で
あ
る
小
説
的
で
あ
る
、
何
と
な
く
落
ち
つ
か

な
い
、
何
か
疑
惑
を
晴
ら
す
工
夫
は
あ
る
ま
い
か
、
夫
に
は
当
人
を
捕
へ
て
聞
き

糺
す
よ
り
外
に
方
法
は
あ
る
ま
い
と
の
み
速
断
し
て
、
其
結
果
は
朋
友
に
冷
か
さ

れ
た
り
、
屑
屋
流
に
駒
込
近
傍
を
俳
徊
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
こ
ん
な
問
題
は
当

人
の
支
配
権
以
外
に
立
つ
問
題
だ
か
ら
、
よ
し
当
人
を
尋
ね
あ
て
x
事
実
を
明
ら

か
に
し
た
所
で
不
思
議
は
解
け
る
も
の
で
な
い
。
（
中
略
）
昔
は
こ
ん
な
現
象
を

因
果
と
称
へ
て
居
た
。
（
中
略
）
成
程
因
果
と
言
ひ
放
て
ば
因
果
で
済
む
か
も
知

れ
な
い
。
然
し
二
十
世
紀
の
文
明
は
此
因
を
極
め
な
け
れ
ば
承
知
し
な
い
。
し
か

も
こ
ん
な
芝
居
的
夢
幻
的
現
象
の
因
を
極
め
る
の
は
遺
伝
に
よ
る
よ
り
外
に
仕
様

は
な
か
ら
う
と
思
ふ
。

　
「
忽
ち
頭
の
中
に
電
流
を
通
じ
た
感
じ
が
し
て
は
つ
と
我
に
帰
つ
た
」
「
余
」
は
、

「
当
人
の
支
配
権
以
外
に
立
つ
問
題
」
が
、
「
遺
伝
で
解
け
る
問
題
」
だ
と
い
う
こ
と

に
気
づ
く
。
こ
れ
は
「
遺
伝
」
を
研
究
し
て
い
る
「
余
」
の
「
表
面
は
突
然
」
「
内

実
は
次
第
」
の
「
発
明
」
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
余
」
は
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
」
の
よ
う
な
コ
寸
見
て
す
ぐ
惚
れ
る
様
な
男
女
」
の
こ
と
を
説
明
す
る

「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
を
、
「
国
o
ω
巴
ヨ
Φ
を
忘
れ
て
甘
冨
梓
に
奔
れ
る
菊
o
ヨ
Φ
o
」
の

よ
う
に
「
発
明
」
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
発
明
」
は
、
「
浩

さ
ん
」
と
「
寂
光
院
」
の
「
支
配
権
以
外
に
立
つ
問
題
」
を
説
明
す
る
も
の
で
は
あ

っ
て
も
、
「
万
歳
の
逆
戻
り
」
の
よ
う
な
「
余
」
の
「
支
配
権
以
外
に
立
つ
問
題
」

を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。

左
右
の
人
は
将
軍
の
後
を
見
送
り
な
が
ら
又
万
歳
を
唱
へ
る
。
余
も
i
妙
な
話

し
だ
が
実
は
万
歳
を
唱
へ
た
事
は
生
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
迄
一
度
も
な
い
の
で

あ
る
。
（
中
略
）
ー
然
し
今
日
は
出
し
て
や
ら
う
と
先
刻
か
ら
決
心
を
し
て
居

た
。
（
中
略
）
喘
息
病
み
の
鯨
が
吼
え
た
当
時
か
ら
そ
ら
来
た
な
と
迄
覚
悟
を
し

て
居
た
位
だ
か
ら
周
囲
の
も
の
が
ワ
ー
と
云
ふ
や
否
や
尻
馬
に
つ
い
て
す
ぐ
や
ら

う
と
実
は
舌
の
根
迄
出
し
か
け
た
の
で
あ
る
。
出
し
か
け
た
途
端
に
将
軍
が
通
つ

た
。
（
中
略
）
其
瞬
間
に
出
し
か
け
た
万
歳
が
ぴ
た
り
と
中
止
し
て
仕
舞
つ
た
。

何
故
？

　
何
故
か
分
る
も
の
か
。
何
故
と
か
此
故
と
か
云
ふ
の
は
事
件
が
過
ぎ
て
か
ら
冷

静
な
頭
脳
に
復
し
た
と
き
当
時
を
回
想
し
て
始
め
て
分
解
し
得
た
智
識
に
過
ぎ

ん
。
何
故
が
分
る
位
な
ら
始
め
か
ら
用
心
を
し
て
万
歳
の
逆
戻
り
を
防
い
だ
筈
で

あ
る
。
（
中
略
）
余
の
万
歳
は
余
の
支
配
権
以
外
に
超
然
と
し
て
止
ま
つ
た
と
云

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
万
歳
が
と
ま
る
と
共
に
胸
の
中
に
名
状
し
が
た
い
波
動
が
込
み

上
げ
て
来
て
、
両
眼
か
ら
二
雫
ば
か
り
涙
が
落
ち
た
。

「
余
」
は
、
「
何
故
」
「
出
し
か
け
た
万
歳
が
ぴ
た
り
と
中
止
し
て
仕
舞
つ
た
」
の

一239一
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か
を
説
明
で
き
な
い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
「
何
故
？
」
が
、
「
趣
味
の
遺
伝
」

理
論
に
至
る
「
余
」
の
「
探
究
」
の
始
ま
り
の
部
分
に
も
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
「
駒
込
の
寂
光
院
」
で
「
浩
さ
ん
」
の
墓
参
り
を
す
る
「
知
ら
ぬ
女
」
に
出

会
っ
た
「
余
」
は
、
「
浩
さ
ん
」
に
と
っ
て
も
、
ま
た
「
余
」
に
と
っ
て
も
「
必
要
」

で
な
い
「
探
究
」
を
開
始
す
る
。

浩
さ
ん
は
去
年
の
十
一
月
堅
壕
に
飛
び
込
ん
だ
ぎ
り
、
今
日
迄
上
が
つ
て
来
な

い
。
河
上
家
代
々
の
墓
を
杖
で
敲
い
て
も
、
手
で
揺
り
動
か
し
て
も
浩
さ
ん
は
矢

張
堕
壕
の
底
に
腺
て
居
る
だ
ら
う
。
（
中
略
）
だ
か
ら
浩
さ
ん
は
あ
の
女
の
素
性

も
名
前
も
聞
く
必
要
も
あ
る
ま
い
。
浩
さ
ん
が
聞
く
必
要
も
な
い
も
の
を
余
が
探

究
す
る
必
要
は
猶
更
な
い
。
い
や
是
は
い
か
ぬ
。
か
う
云
ふ
論
理
で
は
あ
の
女
の

身
元
を
調
べ
て
は
な
ら
ん
と
云
ふ
事
に
な
る
。
然
し
其
は
間
違
つ
て
居
る
。
何

故
？
　
何
故
は
追
つ
て
考
へ
て
か
ら
説
明
す
る
と
し
て
、
只
今
の
場
合
是
非
共
聞

き
糺
さ
な
く
て
は
な
ら
ん
。
何
で
も
蚊
で
も
聞
か
な
い
と
気
が
済
ま
ん
。

　
「
趣
味
の
遺
伝
」
に
は
、
「
余
」
が
「
何
故
」
「
探
究
」
を
す
る
こ
と
に
し
た
の
か

と
い
う
こ
と
を
「
説
明
」
す
る
部
分
は
見
ら
れ
な
い
。
「
余
」
は
、
こ
の
「
何
故
ワ
」

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
、
「
探
偵
的
態
度
を
以
て
」
「
探
究
」
を
続
け
、
「
趣
味

の
遺
伝
」
理
論
を
「
発
明
」
す
る
。
「
余
」
の
「
発
明
」
は
、
「
浩
さ
ん
」
と
「
寂
光

院
」
の
「
支
配
権
以
外
に
立
つ
問
題
」
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
こ

に
至
る
ま
で
の
「
探
究
」
を
「
学
問
上
の
研
究
の
領
分
に
属
す
べ
き
事
柄
」
と
し
て

正
当
化
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

か
う
こ
し
ら
へ
て
く
る
と
段
々
面
白
く
な
つ
て
く
る
。
単
に
自
分
の
好
奇
心
を
満

足
さ
せ
る
許
で
は
な
い
。
目
下
研
究
の
学
問
に
対
し
て
尤
も
興
味
あ
る
材
料
を
給

与
す
る
貢
献
的
事
業
に
な
る
。
こ
う
態
度
が
変
化
す
る
と
、
精
神
が
急
に
爽
快
に

な
る
。
今
迄
は
犬
だ
か
、
探
偵
だ
か
余
程
下
等
な
も
の
に
零
落
し
た
様
な
感
じ

で
、
夫
が
為
め
脳
中
不
愉
快
の
度
を
大
分
高
め
て
居
た
が
、
此
仮
定
か
ら
出
立
す

れ
ば
正
々
堂
々
た
る
者
だ
。
学
問
上
の
研
究
の
領
分
に
属
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。

少
し
も
疾
ま
し
い
事
は
な
い
と
思
ひ
返
し
た
。
ど
ん
な
事
で
も
思
ひ
返
す
と
相
当

の
ジ
ヤ
ス
チ
フ
ピ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
は
あ
る
者
だ
。

　
「
犬
だ
か
、
探
偵
だ
か
余
程
下
等
な
も
の
に
零
落
し
た
様
な
感
じ
で
、
夫
が
為
め

脳
中
不
愉
快
の
度
を
大
分
高
め
て
居
た
」
「
余
」
は
、
「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
を
「
発

明
」
す
る
こ
と
で
「
精
神
が
急
に
爽
快
に
な
る
」
の
で
あ
る
が
、
「
此
種
の
推
移
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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は
、
「
文
学
的
手
段
」
の
一
つ
で
あ
る
「
緩
勢
法
」
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
「
文
学
論
」
な
ど
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
趣
味
」
が
、
「
余
」
の
「
不
思
議

な
対
照
」
か
ら
受
け
た
「
感
動
」
だ
け
で
な
く
、
「
余
」
の
「
探
究
」
か
ら
「
発
明
」

に
至
る
ま
で
の
「
推
移
」
を
も
説
明
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
「
浩
さ
ん
」
と
「
寂
光
院
」
の
「
支
配
権
以
外
に
立
つ
問
題
」
を
説
明
す

る
「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
の
「
発
明
」
は
、
「
未
来
の
行
為
言
動
を
幾
分
で
も
支
配

す
る
傾
向
を
帯
び
た
」
「
趣
味
」
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

こ
の
「
趣
味
」
は
「
余
」
の
「
支
配
権
以
外
に
」
あ
っ
て
「
余
」
を
支
配
し
て
い
る
。

　
是
か
ら
の
話
は
端
折
つ
て
簡
略
に
述
べ
る
。
（
中
略
）
新
橋
で
軍
隊
の
歓
迎
を

見
て
、
其
感
慨
か
ら
浩
さ
ん
の
事
を
追
想
し
て
、
夫
か
ら
寂
光
院
の
不
可
思
議
な
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現
象
に
逢
つ
て
其
現
象
が
学
問
上
か
ら
考
へ
て
相
当
の
説
明
が
つ
く
と
云
ふ
道
行

き
が
読
者
の
心
に
合
点
出
来
れ
ば
此
一
篇
の
主
意
は
済
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
「
新
橋
で
軍
隊
の
歓
迎
を
見
て
」
、
「
何
故
」
か
「
出
し
か
け
た
万
歳
が
ぴ
た
り
と

中
止
し
て
仕
舞
つ
た
」
「
余
」
は
、
「
駒
込
の
寂
光
院
」
で
「
不
思
議
な
対
照
」
に

「
感
動
」
す
る
。
そ
し
て
、
「
何
故
」
か
「
探
究
」
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
て
、
「
因

果
と
言
ひ
放
て
ば
因
果
で
済
む
か
も
知
れ
な
い
」
「
浩
さ
ん
」
と
「
寂
光
院
」
の

「
趣
味
」
の
問
題
を
説
明
す
る
「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
を
「
発
明
」
す
る
。
こ
の

「
道
行
き
」
に
は
「
学
問
上
か
ら
考
へ
て
相
当
の
説
明
が
つ
く
」
。
た
だ
し
、
「
文
学

論
」
な
ど
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
趣
味
」
は
、
「
何
故
」
「
余
」
の
「
万
歳
」
が
止
ま

っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
「
何
故
」
「
余
」
が
「
探
究
」
す
る
こ
と
に
し
た

の
か
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
漱
石
の
い
う
「
趣
味
」
は
「
因
果
」
に
支
配
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
「
文
学
論
」
第
五
編
第
四
章
）
。

　
　
　
結
び

　
「
趣
味
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
「
文
学
論
」
、
「
文
学
評
論
」
な
ど
と
「
趣
味
の

遺
伝
」
に
お
け
る
「
余
」
の
「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
、
「
文
学
論
」
な
ど
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
趣

味
」
が
、
「
趣
味
の
遺
伝
」
の
「
余
」
の
「
感
動
」
や
「
発
明
」
を
説
明
す
る
も
の

だ
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
こ
の
「
趣
味
」
は
、
「
余
」
が
ど
の
よ
う
に

「
感
動
」
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
に
「
発
明
」
し
た
の
か
を
説
明
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
な
ぜ
「
感
動
」
し
た
の
か
、
な
ぜ
「
発
明
」
し
た
の
か
と
い
う
こ

と
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
）
。
「
余
」
は
、
「
未
来
の
行
為
言
動
を
幾
分
で
も
支

配
す
る
傾
向
を
帯
び
た
も
の
」
で
あ
る
「
趣
味
」
に
支
配
さ
れ
て
、
「
浩
さ
ん
」
と

「
寂
光
院
」
の
「
趣
味
」
を
説
明
す
る
「
趣
味
の
遺
伝
」
理
論
を
「
発
明
」
す
る
。

こ
の
こ
と
は
「
文
学
論
」
な
ど
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
吾
人
」
の
「
趣
味
」
と
、

「
趣
味
の
遺
伝
」
の
「
余
」
の
「
趣
味
」
と
が
同
じ
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
「
余
」
が
「
趣
味
」
に
支
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
吾
人
」
も
「
趣
味
」
に

支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
「
文
学
」
を
「
吾
人
の
趣
味
の
表
現
」
と
す
る
漱
石
が
、
「
趣
味
の
表
現
」

と
し
て
の
「
文
学
」
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
お
き

た
い
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
漱
石
が
「
文
学
的
手
段
」
を
例
に
、
「
集
合
意
識

の
推
移
」
を
論
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
「
文
学
論
」
第
五
編
第
二

章
に
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
部
分
が
見
ら
れ
る
。

　
余
は
集
合
意
識
の
推
移
を
究
め
ん
と
欲
し
て
、
先
づ
其
基
礎
た
る
べ
き
波
動
の

原
則
に
帰
つ
て
其
推
移
の
法
則
を
明
ら
め
、
且
つ
之
を
証
す
る
に
余
が
所
謂
文
学

的
手
段
を
以
て
し
た
り
。
而
し
て
余
の
挙
げ
た
る
表
現
法
は
悉
く
之
を
こ
L
に
応

用
し
得
る
を
発
見
せ
り
。

　
「
文
学
論
」
に
お
い
て
は
、
「
集
合
意
識
」
と
「
吾
人
意
識
」
と
が
同
じ
「
原
則
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

（「

ﾓ
識
推
移
の
原
則
」
）
の
も
と
に
「
推
移
」
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
漱
石
の
い
う

「
文
学
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
は
、
「
選
択
を
生
ず
る
」
「
趣
味
」

と
「
選
択
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
「
文
学
的
手
段
」
、
そ
し
て
「
文
学
的
手
段
」
を

例
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
「
意
識
推
移
の
原
則
」
、
さ
ら
に
は
「
文
学
」
の
「
形
式
」
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を
「
趣
味
（
中
略
）
に
訴
ふ
べ
き
も
の
と
定
め
る
」
（
「
英
文
学
形
式
論
」
）
「
形
式
」

論
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
（
1
）
　
福
井
慎
二
「
漱
石
『
文
学
論
』
へ
の
私
註
1
〈
趣
味
〉
の
分
類
学
ー
」
（
『
国
文
論
叢
』

　
　
第
二
十
一
号
　
一
九
九
四
年
三
月
）

（
2
）
　
塚
本
利
明
「
「
趣
味
の
遺
伝
」
」
（
『
改
訂
増
補
版
　
漱
石
と
英
文
学
　
　
『
濠
虚
集
』

　
　
の
比
較
文
学
的
研
究
ー
』
彩
流
社
　
二
〇
〇
三
年
八
月
）
5
1
1
頁

（
3
）
　
漱
石
は
「
創
作
家
の
態
度
」
（
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
明
四
十
一
・
四
）
で
、
「
自
己
の
趣

　
　
味
は
ー
趣
味
の
な
い
人
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
が
ー
同
趣
味
の
も
の
と
、
接
触
す
る

　
　
為
め
に
、
滴
養
を
受
け
る
の
で
、
又
異
趣
味
の
も
の
に
逢
着
す
る
為
め
に
啓
発
さ
れ
る

　
　
の
で
、
又
高
い
趣
味
に
引
き
付
け
ら
れ
る
が
為
め
に
、
向
上
化
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
さ
う
し
て
世
の
中
の
運
転
は
七
分
以
上
此
趣
味
の
発
現
に
因
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

　
　
此
趣
味
が
孤
立
し
て
立
枯
れ
の
姿
に
な
る
と
、
世
の
中
の
進
行
は
と
ま
り
ま
す
。
と
ま

　
　
ら
な
い
部
分
は
器
械
の
様
に
進
行
す
る
の
み
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
文
学

　
　
評
論
」
に
お
い
て
、
「
趣
味
の
表
現
」
で
あ
る
「
文
学
」
が
、
「
普
通
以
上
の
広
義
か
ら

　
　
見
て
の
訓
戒
を
読
者
に
与
へ
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
漱
石
の
い
う
「
趣
味
」

　
　
が
、
他
の
「
趣
味
」
か
ら
「
酒
養
を
受
け
」
、
「
啓
発
さ
れ
」
、
「
向
上
化
す
る
」
も
の
で

　
　
あ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）
　
「
文
学
論
」
第
五
編
第
五
章
に
お
い
て
漱
石
は
、
「
反
動
」
を
四
つ
に
分
け
て
論
じ
て

　
　
い
る
。
「
文
壇
の
流
行
」
は
一
つ
目
の
「
反
動
」
の
例
、
「
仏
国
革
命
」
は
三
つ
目
の

　
　
「
反
動
」
の
例
、
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
は
四
つ
目
の
「
反
動
」
の
例
と
さ
れ
て

　
　
い
る
。
「
あ
る
意
味
に
於
て
純
然
た
る
反
動
」
で
あ
る
二
つ
目
の
「
反
動
」
に
つ
い
て

　
　
は
、
「
実
例
を
証
に
詳
説
す
る
の
価
値
あ
る
が
如
し
と
難
ど
も
、
浅
学
に
し
て
材
料
乏

　
　
し
き
を
以
て
他
日
を
期
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
5
）
　
漱
石
は
「
文
学
論
」
第
五
編
第
二
章
で
、
「
禅
に
頓
悟
な
る
も
の
あ
り
、
其
説
を
き

　
　
く
に
自
か
ら
悟
に
近
き
つ
二
、
自
か
ら
知
ら
ず
、
多
年
修
養
の
功
、
一
朝
機
縁
の
熟
す

　
　
る
に
逢
ふ
て
、
俄
然
と
し
て
乾
坤
を
新
た
に
す
と
。
此
種
の
現
象
は
禅
に
限
る
に
あ
ら

　
　
ず
。
吾
人
の
日
常
生
活
に
於
て
多
く
遭
遇
し
得
る
の
状
態
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
（
中

　
　
略
）
只
変
化
の
至
る
迄
内
に
昂
騰
し
つ
x
あ
る
新
意
識
を
自
覚
す
る
能
は
ざ
る
が
故
に

　
　
此
種
の
推
移
に
逢
へ
ば
之
を
突
然
と
云
ふ
。
表
面
は
突
然
な
り
。
去
れ
ど
も
内
実
は
次

　
　
第
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
頓
悟
」
は
、
「
変
化
の
至
る
迄
内
に
昂
騰
し
つ
二

　
　
あ
る
新
意
識
を
自
覚
す
る
能
は
ざ
る
」
も
の
で
あ
る
点
で
、
四
つ
目
の
「
反
動
」
と
同

　
　
じ
「
反
動
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）
　
「
余
」
は
「
将
軍
を
見
て
流
し
た
涼
し
い
涙
」
を
「
玄
境
の
反
応
」
と
し
て
い
る
が
、

　
　
こ
れ
は
「
事
件
が
過
ぎ
て
か
ら
冷
静
な
頭
脳
に
復
し
た
と
き
当
時
を
回
想
し
て
始
め
て

　
　
分
解
し
得
た
智
識
に
過
ぎ
ん
」
。

（
7
）
　
漱
石
は
「
文
学
論
」
第
四
編
第
六
章
で
、
「
緩
勢
法
」
に
つ
い
て
、
「
人
事
天
然
両
界

　
　
に
通
じ
て
緩
勢
の
必
要
は
何
人
も
疑
ふ
能
は
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
例
へ
ば
醒
覚
に
対
す

　
　
る
睡
眠
の
如
し
。
意
識
の
活
動
劇
し
き
醒
覚
の
状
態
は
二
六
時
中
に
わ
た
つ
て
堪
へ
難

　
　
き
を
以
て
、
自
然
は
こ
れ
に
睡
眠
を
配
し
て
外
界
の
刺
激
を
緩
く
す
。
（
中
略
）
文
学

　
　
に
於
る
緩
勢
法
も
亦
此
自
然
の
要
求
に
応
じ
て
成
立
す
。
長
へ
に
泣
き
、
長
へ
に
怒
る

　
　
は
吾
人
の
堪
ふ
る
能
は
さ
る
所
、
わ
が
能
力
を
緊
張
し
て
適
宜
の
度
を
超
え
、
苦
痛
漸

　
　
く
意
識
の
頂
点
に
達
せ
ん
と
す
る
時
、
作
家
時
に
一
服
の
清
涼
剤
を
投
じ
て
人
を
し
て

　
　
苦
悶
裏
に
蘇
生
せ
し
む
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
脳
中
不
愉
快
の
度
を
大
分
高
め
て
居
た
」

　
　
「
余
」
に
と
っ
て
、
「
発
明
」
は
「
一
服
の
清
涼
剤
」
の
よ
う
に
「
精
神
」
を
「
爽
快
」

　
　
に
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
と
い
え
る
。

（
8
）
　
漱
石
は
「
文
学
論
」
第
五
編
第
六
章
で
、
「
趣
味
」
に
つ
い
て
、
「
趣
味
は
好
悪
な
り
。

　
　
好
悪
は
あ
る
意
味
よ
り
し
て
人
間
の
一
部
に
あ
ら
ず
し
て
人
間
の
全
体
な
り
。
理
非
曲

　
　
直
の
噛
を
入
れ
て
左
右
す
べ
き
に
あ
ら
ず
、
成
敗
興
廃
の
利
害
を
説
い
て
其
愛
憎
を
変

　
　
ず
る
能
は
ず
。
好
む
が
故
に
好
む
に
過
ぎ
ず
し
て
、
し
か
も
徹
底
よ
り
好
む
が
故
に
、

　
　
此
を
移
さ
ん
と
す
れ
ば
人
間
全
体
を
移
さ
ゴ
る
べ
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は

　
　
「
源
因
は
と
に
か
く
見
た
い
も
の
は
見
た
い
」
と
コ
局
飛
」
を
し
た
り
、
「
聞
く
必
要
も

　
　
な
い
」
の
に
「
何
で
も
蚊
で
も
聞
か
な
い
と
気
が
済
ま
ん
」
と
「
探
究
」
を
始
め
る

　
　
「
余
」
の
「
趣
味
」
を
説
明
す
る
も
の
と
も
い
え
る
。

（
9
）
　
漱
石
は
「
文
学
論
」
第
五
編
第
二
章
で
、
「
焦
点
波
動
の
説
は
吾
人
意
識
の
一
分
時

　
　
に
就
て
云
ふ
を
得
べ
く
、
一
分
時
に
就
て
云
ふ
を
得
べ
き
も
の
は
、
一
時
一
日
に
就
て

　
　
云
ふ
を
得
べ
く
、
一
時
一
日
に
就
て
云
ふ
を
得
べ
き
も
の
は
一
歳
に
わ
た
り
、
十
年
に

　
　
わ
た
り
、
個
人
の
生
涯
を
通
じ
て
云
ひ
得
べ
し
と
は
吾
人
の
仮
定
な
り
。
個
人
の
生
涯

　
　
を
縦
貫
せ
る
推
移
に
就
て
云
ひ
得
べ
き
は
、
時
を
同
う
せ
る
個
人
と
個
人
を
横
貫
し
て

　
　
相
互
意
識
の
推
移
に
就
て
も
云
ひ
得
べ
し
と
は
亦
吾
人
の
仮
定
な
り
。
最
後
に
時
を
同
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う
せ
る
相
互
意
識
の
集
合
せ
る
大
意
識
が
流
淺
た
る
時
の
流
を
沿
う
て
百
年
を
下
り
、

二
百
年
を
下
り
て
推
移
し
つ
玉
永
劫
の
因
果
を
発
展
す
る
も
亦
此
理
に
惇
ら
ず
と
は
吾

人
の
既
に
巻
首
に
於
て
、
篇
頭
に
於
て
仮
定
せ
る
所
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。

※
　
本
文
の
引
用
は
『
漱
石
全
集
』

　
に
よ
り
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

（
岩
波
書
店
　
一
九
九
三
年
十
二
月
～
一
九
九
九
年
三
月
）

一243一


